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 常任司教委員会  

 

■4 月定例常任司教委員会 
日 時  2023 年 4 月 13 日（木）10:00-12:00 

場 所  マレラホール 

出席者  委 員 7 名 

事務局 7 名 
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報 告 

 1. 日本司教団の使徒座公式訪問（アド・リミナ）日程確定について 

駐日教皇大使から 2023 年 3 月 17 日に、日本司教団の使徒座公式訪問（アド・リミナ）日程が以下の

とおり確定したことが通知された。 

日本司教団 アド・リミナ日程 2024 年 4 月 8 日（月）-13 日（土） 

教皇謁見 2024 年 4 月 12 日（金） 

 2. 大陸別シノドス（アジア）最終文書の公開について 

大陸別シノドス（アジア）の最終文書は 3 月 16 日に教皇庁に送信され、27 日付で公開されたことが

報告された。同最終文書は邦訳後、中央協議会ウェブサイトに掲載する。 

 3. 教皇庁宣教事業日本事務局担当司祭任命について 

本年 4 月で第 1 期目の任期が終了した教皇庁宣教事業日本事務局の門間直輝師については、教皇庁福

音宣教省が同師に 2 期目の任命を行った通知が駐日教皇大使より届いた。任期は 2023 年 4 月 8 日から

5 年間である。 

 4. 2023 年 3 月末までのカトリック中央協議会退職者ならびに 4 月の人事異動について 

カトリック中央協議会事務局の 2023 年 3 月 31 日までの退職者および 4 月 1 日付の異動者が報告され

た。 

 

審 議 

 1. 日本司教団の使徒座公式訪問（アド・リミナ）について 

日本司教団のアド・リミナの日程が 2024 年 4 月 8 日（月）-13 日（土）となったことを受け、本常任

司教委員会に提案された事項に基づき準備を行うことを承認した。 

 2. 第 25 回日韓司教交流会準備について 

本年 11 月に開催される第 25 回日韓司教交流会プログラム案については、本常任司教委員会での諸意

見を加味して修正し、準備を進めていくことを承認した。 

 3. 2023 年カトリック朝鮮半島平和フォーラムについて 

韓国司教協議会民族和解委員会のイ・ギホン司教から問い合わせのあった 2023 年カトリック朝鮮半島

平和フォーラムについては、任意の行事であるので、日程を韓国側で確定した後、日本の司教に直接、

同フォーラムの案内を送付してもらいたい意向を伝えることとなった。 

 4. 中央協議会発行出版物の企画承認について 

出版審議会から提出された以下の書籍を中央協議会から発行することと出版企画書を承認した。 

 

書籍名 「2022 年 2 月、ロシアによるウクライナ侵攻以降の日本の軍拡政策と平和」(仮題） 

内 容  社会司教委員会主催 2022 年度「司教のための社会問題研修会」における二つの講演

をブックレット化し、カトリック信徒に軍拡、戦争の危機、そして、平和への希望を

広く訴える。 
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 社会司教委員会  

 

■臨時会議 
日 時  2023 年 4 月 27 日（木）14:00-16:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  14 名 

 

 

報 告 

 1. 光延一郎師（イエズス会）が、社会司教委員会顧問に再任された。任期は、2023 年 4 月 1 日から 2026

年 3 月 21 日まで。 

 2. 職員秘書拡大合同会議（5 月 23 日開催予定）では、社会福音化推進部の各委員会業務の現状を報告し、

改善のための意見交換を行う。 

 3. ニューメキシコ州サンタフェ教区ジョン・ウエスター大司教、シアトル教区ポール・エティエンヌ大

司教ほか数名が、広島教区、長崎教区の招きに応え、8 月上旬来日することが予定されている。 

 4. 2023 年の韓国カトリック教会韓国平和フォーラムは、朝鮮戦争休戦 70 年を記念し、板門店から長崎

への巡礼を行う。韓国、アメリカ、日本の司教の参加が呼びかけられている。 

 

審 議 

 1. ハンセン病問題冊子出版について 

・「謝罪声明を深め、全ての信者が共に学び、理解と反省を深める」（2022 年 5 月 17 日第 111 回 社

会司教委員会定例会議）という冊子編集の基本的立場を確認した。 

・冊子編集チームとして、今後の作業に新たに勝谷太治司教（社会司教委員会委員長）、成井大介司

教（社会司教委員会副委員長）が加わり、修正版を作成し、社会司教委員会に諮る。 

 

 

 典礼委員会  

 

■『ミサ典礼書』改訂委員会 
日 時  2023 年 4 月 17 日（月）9:30-12:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  5 名 

 

審 議 

 1. 「種々の機会と目的のためのミサ」「信心ミサ」の入祭唱・拝領唱の日本語訳について検討した。 
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 難民移住移動者委員会  

 

■第 3 回事務局会議 
日 時  2023 年月 4 月 14 日（金） 15:00-17:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  8 名 

 

＜会議開催前の 1 時間、担当者・ネットワーク情報交換会が行われた＞ 

報 告 

 1. 人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）報告 

 2. 船員司牧部会（ステラマリス日本）報告 

 3. 司教団の署名活動終了にあたり発表された司教協議会会長文書について 

 4. 大阪管区会議（4 月 12 日）報告 

10 月 28 日（土）午後に布池教会（名古屋教区）で開催予定の大阪教会管区セミナー準備会として、

名古屋教区難民移住移動者委員会提案のプログラム、スケジュール案を検討した。 

 5. ベトナム人司牧関連報告 

 6. 外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会（外キ協）報告 

6 月ソウルで予定されていた国際シンポジウムは、韓国側の都合で秋以降に延期になった。 

 

審 議 

 1. 4 月 15 日オンラインセミナー最終確認、そのほか入管法改定にかかわる取り組みについて 

 2. 次回定例委員会の議題、講師の検討 

 3. 10 月 24 日-25 日全国担当者・ネットワーク合同会議企画に向けて 

 4. 「J-CaRM News 2023.6 No.11」台割の検討 

 

 

■入管法に関するオンラインセミナー2023 
日 時  2023 年 4 月 15 日（土）14:00-16:00 

場 所  ウェブ会議 

 

テーマ 難民を虐げ、在留資格のない人の命を危うくする入管法政府案に反対し、 

難民保護と真の入管法改正を求めて 

 

2021 年に事実上の廃案となった「出入国管理及び難民認定法」（入管法）改定案とほぼ同内容の政府案が、

今年 3 月 7 日に閣議決定、国会に提出され、審議が始まった。今回の法案は、難民認定率１％未満という低

い難民認定率をまったく改善しないまま、難民認定申請者を強制送還できる仕組みを設け、帰国できない事

情のある外国人に刑事罰を科して送還に追い込む制度を設けるもの。さらには、入管収容施設で亡くなった

ウィシュマさんらの事件を反省することなく、無期限・長期収容の制度を維持している。 

今回のセミナーでは、大橋毅弁護士（全国難民弁護団連絡会議・クルド難民弁護団）に「入管法改悪とウ

クライナ避難民・難民認定申請者」をテーマに基調講演いただき、法案の様々な問題点について、日本社会

が受け入れてきたウクライナ「避難民」の方々の難民認定を可能にするものか、また日本カトリック司教団

から法務大臣への要請署名「在留特別許可を一人でも多くの人に！」が求める内容について何らかの制度改

善がみられるかどうかを含め、お話しいただいた。 
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その後、イラン出身の難民認定申請者、そして日本生まれのアフリカルーツで現在は留学の在留資格で学

ぶ大学生の 2 人の当事者から証言を聴いた。また、カトリック東京国際センターCTIC の大迫こずえさんより

支援者の視点から証言いただいた。92 カ所から（修道院では 3 名-10 名で）参加があった。 

 

 

■第 1 回ベトナム人司牧教区担当者会議 
日 時  2023 年月 4 月 19 日（水） 19:00-20:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  15 名 

 

前半：山野内倫昭司教と森山信三司教からの励ましのことば 

後半：各教区担当者から、それぞれの教区内の状況と課題が報告された。 

 

 

■第 25 回人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）運営委員会 
日 時  2023 年月 4 月 25 日（火）10:00-12:00 

場 所  日本カトリック会館 マレラホール（ハイブリット） 

出席者  13 名 

 

報 告 

 1. カトリック学校への出張授業 

 2. タリタクム・インターナショナルとタリタクム・アジアの活動 

 3. タリタクム・ユース・アンバサダーの活動 

 4. タリタクムのロゴとグッズ作成 

 5. シェルターリストの更新 

 6. ホームページ刷新 

 

審 議 

 1. 5 月 13 日 春のオンラインセミナーに向けて準備の最終確認を行った。 

 2. 7 月 30 日 人身取引反対世界デーには、さいたま教区のベトナム人青年会の司牧活動を紹介する動画

を交えたオンラインの祈りの集いを企画する。 

 

 

 カリタスジャパン  

 

■第 2 回 事務局会議 
日 時  2023 年 4 月 10 日（月）10:00-12:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  7 名 

 

報 告 

 1. 前回議事録の確認 

 2. トルコ地震募金、支援状況 

 3. 臨時カリタスアジア総会（3 月 7 日-8 日）の報告 
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審 議 

 1. カリタスジャパン委員会議の議題について 

4 月 25 日（火）に開催予定のカリタスジャパン委員会の議題は、カリタスジャパン暫定規約、2022 年

決算、TOGETHER WE キャンペーンの進め方等に決定した。 

 2. カリタスジャパン暫定規約について 

現行内容と異なる部分について事務局で検討し、カリタスジャパン委員会に提案する暫定規約案をま

とめた。 

 3. 国際カリタス「TOGETHER WE」キャンペーンについて 

キャンペーンの「行動の年」は、ニュースレター「We are Caritas 27 号」を生かし進める。 

 4. 中期戦略計画ワークショップ（7 月 10 日（月）―12 日（水））について 

ワークショップの参加者が確定し、参加要項を送付した。 

コーディネーターに、2019 年から 2022 年までの計画の実施評価資料を送付した。 

 5. 国際カリタス管理基準について 

国際カリタスにおける採用時の誓約事項を確認し、署名を行った。 

 6. 国際カリタス総会の準備について 

総会時のカリタスジャパン紹介資料として年次報告書、紹介パンフレットの英文資料を作成する。 

 7. カリタスジャパン人事体制について 

4 月 12 日より募金関連業務を担当する派遣スタッフが週 3 日勤務する。 

援助業務の体制について、カリタスジャパン委員会に提案する。 

 8. その他 

今後の会議日程等について確認した。 

 

次回日程：5 月 22 日（月）14:00-16:00 ウェブ会議 

 

 

■第 2 回 援助部会 
日 時  2023 年 4 月 21 日（金）13:30-15:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  10 名 

 

報 告 

 1. ウクライナ支援について 

募金総額 189,920,818 円 援助総額 970,000 ユーロ 

 2. トルコ地震支援について 

募金総額 71,651,942 円 援助総額 400,000 ユーロ（予定） 

 3. 送金済み緊急支援案件 

審査会委員に承認された緊急支援案件 6 件 

・カリタスパキスタン「パキスタンの洪水からの復興と再建プロジェクト」10,000 ユーロ 

・カリタスベナン「2022 年ベナン共和国洪水への対応」10,000 ユーロ 

・カリタス中央アフリカ「中央アフリカの 6 つの教区カリタスにおける脆弱な世帯に対する緊急支

援プログラム」10,000 ユーロ 

・カリタスポーランド「イエメンプログラム緊急要請 2023」 10,000 ドル 

・カリタスバングラデシュ「ミャンマーからの強制移住者のための緊急対応 2023」10,000 ドル 

・CAFOD（カトリック海外開発機関）「エリトリアにおける干ばつレジリエンスと食の安全プログラム」
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10,000 ユーロ 

審 議 

 1. 援助審査 

国内一般 2 件、海外 5 件を審査、以下 7 件を承認した。 

・カリタス南三陸「コミュニティ支援とボランティアコーディネート事業」5,000,000 円 

・地球対話ラボ「異文化・多世代間交流を土台にした東日本大震災被災地支援」5,000,000 円 

・カリタスイラク「HOPE プロジェクト」20,000 ドル 

・カリタスモンゴル「組織強化支援・デイケアセンター支援」50,000 ドル 

・カリタスキルギスタン「組織強化支援・天文学キャンプ支援」20,750 ドル 

・カリタスキルギスタン「英語教室・カリタスキルギスタンビシュケク事務所建設」40,747 ドル 

・カリタスアフリカ「インビサ地域における移住、無国籍に関するアドボカシー」20,000 ドル 

 2. その他 

・次期中期計画策定にあたり、今期の活動について振り返った。 

・今後の会議日程について確認した。 

 

次回日程：2023 年 5 月 19 日(金)13:30-15:30（援助審査会） 

 

 

■第 2 回 カリタスジャパン委員会 
日 時  2023 年 4 月 25 日（火）13:30-15:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  9 名 

 

報 告 

 1. 事務局報告 

1) 活動報告（2023 年 2 月-4 月） 

2) 人事について 

3) 中期戦略計画ワークショップ準備状況 

 2. 部会報告 

 

審 議 

 1. カリタスジャパン暫定規約の確定 

現状との整合性を図るために、現行規約との変更点を確認し、暫定版について検討し確定した。 

 2. 2022 年度決算・財務報告 

決算資料の詳細説明、損益などについて確認した。 

 3. TOGETHTER WE キャンペーン「行動の年」の進め方 

ニュースレター「We are Caritas 27 号」を生かし進めていくことを確認した。 

 4. カリタスジャパン事務局（援助に関する）体制について 

4 月以降も欠員補充があるまで 3 月までと同様の体制でいくことを確認した。 

 

次回会議：2023 年 6 月 23 日（金）10:00-12:00 ウェブ会議 
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 正義と平和協議会  

 

■定例委員会 
日 時  2023 年 4 月 12 日（水）13:30-17:00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2（ハイブリッド） 

出席者  14 名 

 

報 告 

 1. 声明文「『福音と社会』に掲載された「『LGBT とキリスト教―20 人のストーリー』を読んで」について」

（2023 年 2 月 13 日） 

 2. 声明文「すべての人が与えられたいのちを十全に生きることができるように〜3.11 東日本大震災東京

電力福島第一原発事故から 12 年にあたり」（平和のための脱核部会、2023 年 3 月 11 日） 

 3. 次回定例委員会（6 月 24 日）、那覇教区平和巡礼参加について 

 4. 正義と平和井戸端協議会 

・第 7 回 2 月 17 日（金）テーマ 「差別暴言」と官邸の体質 

・第 8 回 3 月 17 日（金）テーマ 教会とジェンダー、まだ話し足りない！  

・第 9 回 4 月 21 日（金）テーマ ラウダート・シ! 大丈夫? SDGs?? 

 5. 部会報告 

 6. 外部ネットワーク、会議報告 

 

審 議 

 1. 全国会議の振り返り 

・公開講演会、会議参加者からのアンケートをもとに、振り返りを行い、今後の取り組みを検討した。 

・公開講演会の動画を HP で公開する。 

 2. 沖縄慰霊の日（6 月 23 日）に発表する、声明文の内容について検討した 

 3. 正義と平和全国集会次回開催について 

 4. FABC OHD（アジア司教協議会連盟 人間開発局）ワークショップ 派遣について 

2023 年 6 月 5 日-10 日にベトナムで開かれる上記会議への派遣者を検討した。 

 

 

■事務局会議 
日 時  2023 年 4 月 25 日（火）9:30-12:00 

場 所  ウェブ会議 

出席者  6 名 

 

報 告 

 1. 事業進捗状況 

 2. 正義と平和井戸端協議会 

第 9 回 4 月 21 日（金）テーマ ラウダート・シ! 大丈夫? SDGs?? 

 3. 日韓脱核巡礼（10 月 13 日-16 日）準備状況。現地下見を 6 月 30 日-7 月 2 日に行う。 

 4. 部会報告 

 5. 外部ネットワーク、会議報告 
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審 議 

 1. 沖縄慰霊の日（6 月 23 日）に発表する声明文の文案を検討した。委員に意見を求め、最終案を作成す

る。 

 2. ピース９の会について、現状報告と今後の課題について意見交換を行った。 

 

 

 HIV/AIDS デスク  

 

■事務局会議 
日 時  2023 年 4 月 10 日（月）13:30-14:30 

場 所  ウェブ会議 

出席者  5 名 

 

承認事項 

 1. 2023 年度第 2 回事務局会議（2 月 28 日）議事録案 

 

審 議 

 1. 次回の定例会議の審議・報告内容および資料等の確認 

 

次回日程：2023 年 7 月 11 日(火)13:30-14:30 

 

 

■定例会議 
日 時  2023 年 4 月 24 日（月）14:00-16:00 

場 所  日本カトリック会館 マレラホール（ハイブリッド） 

出 席  12 名 

 

委員委嘱状の手交を行った。 

 

承認事項 

 1. 2023 年度第 2 回定例会議（3 月 13 日）議事録案 

 

報 告 

 1. 『福音と社会』に掲載された『LGBT とキリスト教』の「書評」について 

『福音と社会』（隔月発行。カトリック社会問題研究所発行）326 号に「小所からのお詫び」が掲載さ

れた。 

 2. CAPCHA（アジア太平洋カトリック HIV/AIDS 連合会）会議について 

 3. 2023 年度新規委員委嘱 

 4. 2023 年度「出前講義」 

 5. その他  

 

審 議 

 1. 2023 年度勉強会 

 2. HIV/AIDS デスク「リーフレット」 
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 3. 「『LGBT とキリスト教』の「書評」について」への対応 

 4. 啓発品の発注 

 5. 今後の外部団体等の行事予定と派遣 

 6. その他 

 

次回日程：2023 年 8 月 1 日（火）14:00-16:00 

 

 

 「ラウダート・シ」デスク  

 

■2023 年度第 4 回会議 
日 時  2023 年 4 月 26 日（水）10:00-12:10 

場 所  イエズス会 SJ ハウス（ハイブリッド） 

出席者  9 名 

 

報 告 

 1. Laudato Si’Action Platform 正式登録 

教皇庁総合人間開発省の展開する、インテグラル・エコロジー推進のためのプラットフォームに、日

本の司教団が正式登録された。関連する活動は本デスクが担当していく。 

 2. LSIA（Laudato Si’in Asia）後継のサークル 

2022 年末に解散した LSIA 後のアジア地域のネットワークのその後の動きが報告された。LSIA-CENREJ 

(Laudato Si' Asia - Centre for Resilience and Ecological Justice)として 3 つのグループを置き、

定期的に個人メンバーで集いをもつことになる予定。 

 

審 議 

 1. 啓発冊子「ともに生きるために（仮題）」 

前回に引き続き、原稿修正案の作成委員より修正意図の説明が行われた。次回会合以降、修正案の検

討に入る。 

 2. ウェブサイト 

6 月中の公開を目指し、準備を行うことが確認された。 

 

次回日程：2023 年 6 月 2（金）13:00-17:00 イエズス会（SJ ハウス） 
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 中央協議会事務局  

 

■総務 
6 月会議予定 

1 日(木) 常任司教委員会 日本カトリック会館 

2 日(金) 司祭生涯養成部門会議 〃 

2 日(金) WYD リスボン 2023 運営委員会および同伴者会議 〃 

2 日(金) 「ラウダート・シ」デスク会議 SJ ハウス（四谷） 

6 日(火) 関東地区点字図書館連絡協議会総会・春季研修会 日本カトリック会館 

8 日(木) 部落差別人権委員会定例会議 ウェブ会議 

12 日(月) 衛生委員会 日本カトリック会館 

16 日(金) 音訳勉強会 〃 

16 日(金) 難民移住移動者委員会担当者ネットワーク情報交換会・会議 ウェブ会議 

16 日(金) 難民移住移動者委員会担当者事務局会議 〃 

19 日(月) 社会福祉法人ぶどうの木 評議員会 日本カトリック会館 

23 日(金) カリタスジャパン委員会・部会合同会議 ウェブ会議 

23 日(金) カリタスジャパン援助部会 〃 

26 日(月) 難民移住移動者委員会 船員司牧コア会議 〃 
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<会報 2023 年 6 月号 公文書> 

 

「在留特別許可嘆願署名キャンペーン」にご賛同、ご協力くださった皆様 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2023/04/04/26839/） 

 

 

 

2023 年「第 60 回世界召命祈願の日」教皇メッセージ（2023.4.30） 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2023/04/28/27017/） 

 

 

 

2023 年ラウダート・シ週間にあたって「ラウダート・シ」デスク 責任司教談話 
（https://www.cbcj.catholic.jp/2023/05/18/27099/） 
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	常任司教委員会
	■4月定例常任司教委員会
	報　告


	1.　 日本司教団の使徒座公式訪問（アド・リミナ）日程確定について 駐日教皇大使から2023年3月17日に、日本司教団の使徒座公式訪問（アド・リミナ）日程が以下のとおり確定したことが通知された。 日本司教団　アド・リミナ日程　2024年4月8日（月）-13日（土） 教皇謁見　2024年4月12日（金）
	2.　 大陸別シノドス（アジア）最終文書の公開について 大陸別シノドス（アジア）の最終文書は3月16日に教皇庁に送信され、27日付で公開されたことが報告された。同最終文書は邦訳後、中央協議会ウェブサイトに掲載する。
	3.　 教皇庁宣教事業日本事務局担当司祭任命について 本年4月で第1期目の任期が終了した教皇庁宣教事業日本事務局の門間直輝師については、教皇庁福音宣教省が同師に2期目の任命を行った通知が駐日教皇大使より届いた。任期は2023年4月8日から5年間である。
	4.　 2023年3月末までのカトリック中央協議会退職者ならびに4月の人事異動について カトリック中央協議会事務局の2023年3月31日までの退職者および4月1日付の異動者が報告された。
	審　議

	1.　 日本司教団の使徒座公式訪問（アド・リミナ）について 日本司教団のアド・リミナの日程が2024年4月8日（月）-13日（土）となったことを受け、本常任司教委員会に提案された事項に基づき準備を行うことを承認した。
	2.　 第25回日韓司教交流会準備について 本年11月に開催される第25回日韓司教交流会プログラム案については、本常任司教委員会での諸意見を加味して修正し、準備を進めていくことを承認した。
	3.　 2023年カトリック朝鮮半島平和フォーラムについて 韓国司教協議会民族和解委員会のイ・ギホン司教から問い合わせのあった2023年カトリック朝鮮半島平和フォーラムについては、任意の行事であるので、日程を韓国側で確定した後、日本の司教に直接、同フォーラムの案内を送付してもらいたい意向を伝えることとなった。
	4.　 中央協議会発行出版物の企画承認について 出版審議会から提出された以下の書籍を中央協議会から発行することと出版企画書を承認した。
	社会司教委員会
	■臨時会議
	報　告


	1.　 光延一郎師（イエズス会）が、社会司教委員会顧問に再任された。任期は、2023年4月1日から2026年3月21日まで。
	2.　 職員秘書拡大合同会議（5月23日開催予定）では、社会福音化推進部の各委員会業務の現状を報告し、改善のための意見交換を行う。
	3.　 ニューメキシコ州サンタフェ教区ジョン・ウエスター大司教、シアトル教区ポール・エティエンヌ大司教ほか数名が、広島教区、長崎教区の招きに応え、8月上旬来日することが予定されている。
	4.　 2023年の韓国カトリック教会韓国平和フォーラムは、朝鮮戦争休戦70年を記念し、板門店から長崎への巡礼を行う。韓国、アメリカ、日本の司教の参加が呼びかけられている。
	審　議

	1.　 ハンセン病問題冊子出版について
	典礼委員会
	■『ミサ典礼書』改訂委員会
	審　議


	1.　 「種々の機会と目的のためのミサ」「信心ミサ」の入祭唱・拝領唱の日本語訳について検討した。
	難民移住移動者委員会
	■第3回事務局会議
	報　告


	1.　 人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）報告
	2.　 船員司牧部会（ステラマリス日本）報告
	3.　 司教団の署名活動終了にあたり発表された司教協議会会長文書について
	4.　 大阪管区会議（4月12日）報告 10月28日（土）午後に布池教会（名古屋教区）で開催予定の大阪教会管区セミナー準備会として、名古屋教区難民移住移動者委員会提案のプログラム、スケジュール案を検討した。
	5.　 ベトナム人司牧関連報告
	6.　 外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会（外キ協）報告 6月ソウルで予定されていた国際シンポジウムは、韓国側の都合で秋以降に延期になった。
	審　議

	1.　 4月15日オンラインセミナー最終確認、そのほか入管法改定にかかわる取り組みについて
	2.　 次回定例委員会の議題、講師の検討
	3.　 10月24日-25日全国担当者・ネットワーク合同会議企画に向けて
	4.　 「J-CaRM News 2023.6 No.11」台割の検討
	■入管法に関するオンラインセミナー2023
	■第1回ベトナム人司牧教区担当者会議
	■第25回人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）運営委員会
	報　告


	1.　 カトリック学校への出張授業
	2.　 タリタクム・インターナショナルとタリタクム・アジアの活動
	3.　 タリタクム・ユース・アンバサダーの活動
	4.　 タリタクムのロゴとグッズ作成
	5.　 シェルターリストの更新
	6.　 ホームページ刷新
	審　議

	1.　 5月13日 春のオンラインセミナーに向けて準備の最終確認を行った。
	2.　 7月30日 人身取引反対世界デーには、さいたま教区のベトナム人青年会の司牧活動を紹介する動画を交えたオンラインの祈りの集いを企画する。
	カリタスジャパン
	■第2回 事務局会議
	報　告


	1.　 前回議事録の確認
	2.　 トルコ地震募金、支援状況
	3.　 臨時カリタスアジア総会（3月7日-8日）の報告
	審　議

	1.　 カリタスジャパン委員会議の議題について 4月25日（火）に開催予定のカリタスジャパン委員会の議題は、カリタスジャパン暫定規約、2022年決算、TOGETHER WEキャンペーンの進め方等に決定した。
	2.　 カリタスジャパン暫定規約について 現行内容と異なる部分について事務局で検討し、カリタスジャパン委員会に提案する暫定規約案をまとめた。
	3.　 国際カリタス「TOGETHER　WE」キャンペーンについて キャンペーンの「行動の年」は、ニュースレター「We are Caritas 27号」を生かし進める。
	4.　 中期戦略計画ワークショップ（7月10日（月）―12日（水））について ワークショップの参加者が確定し、参加要項を送付した。 コーディネーターに、2019年から2022年までの計画の実施評価資料を送付した。
	5.　 国際カリタス管理基準について 国際カリタスにおける採用時の誓約事項を確認し、署名を行った。
	6.　 国際カリタス総会の準備について 総会時のカリタスジャパン紹介資料として年次報告書、紹介パンフレットの英文資料を作成する。
	7.　 カリタスジャパン人事体制について 4月12日より募金関連業務を担当する派遣スタッフが週3日勤務する。 援助業務の体制について、カリタスジャパン委員会に提案する。
	8.　 その他 今後の会議日程等について確認した。
	■第2回 援助部会
	報　告


	2.　 トルコ地震支援について 募金総額71,651,942円　援助総額400,000ユーロ（予定）
	3.　  送金済み緊急支援案件 審査会委員に承認された緊急支援案件6件
	審　議

	1.　 援助審査 国内一般2件、海外5件を審査、以下7件を承認した。
	2.　 その他
	■第2回 カリタスジャパン委員会
	報　告


	1.　 事務局報告
	1)  活動報告（2023年2月-4月）
	2)  人事について
	3)  中期戦略計画ワークショップ準備状況

	2.　 部会報告
	審　議

	1.　 カリタスジャパン暫定規約の確定 現状との整合性を図るために、現行規約との変更点を確認し、暫定版について検討し確定した。
	2.　 2022年度決算・財務報告 決算資料の詳細説明、損益などについて確認した。
	3.　 TOGETHTER WEキャンペーン「行動の年」の進め方 ニュースレター「We are Caritas 27号」を生かし進めていくことを確認した。
	4.　 カリタスジャパン事務局（援助に関する）体制について 4月以降も欠員補充があるまで3月までと同様の体制でいくことを確認した。
	正義と平和協議会
	■定例委員会
	報　告


	1.　 声明文「『福音と社会』に掲載された「『LGBTとキリスト教―20人のストーリー』を読んで」について」（2023年2月13日）
	2.　 声明文「すべての人が与えられたいのちを十全に生きることができるように〜3.11東日本大震災東京電力福島第一原発事故から12年にあたり」（平和のための脱核部会、2023年3月11日）
	3.　 次回定例委員会（6月24日）、那覇教区平和巡礼参加について
	4.　 正義と平和井戸端協議会
	5.　 部会報告
	6.　 外部ネットワーク、会議報告
	審　議

	1.　 全国会議の振り返り
	2.　 沖縄慰霊の日（6月23日）に発表する、声明文の内容について検討した
	3.　 正義と平和全国集会次回開催について
	4.　 FABC　OHD（アジア司教協議会連盟 人間開発局）ワークショップ 派遣について 2023年6月5日-10日にベトナムで開かれる上記会議への派遣者を検討した。
	■事務局会議
	報　告


	1.　 事業進捗状況
	2.　 正義と平和井戸端協議会 第9回　4月21日（金）テーマ　ラウダート・シ! 大丈夫? SDGs??
	3.　 日韓脱核巡礼（10月13日-16日）準備状況。現地下見を6月30日-7月2日に行う。
	4.　 部会報告
	5.　 外部ネットワーク、会議報告
	審　議

	1.　 沖縄慰霊の日（6月23日）に発表する声明文の文案を検討した。委員に意見を求め、最終案を作成する。
	2.　 ピース９の会について、現状報告と今後の課題について意見交換を行った。
	HIV/AIDSデスク
	■事務局会議
	承認事項


	1.　 2023年度第2回事務局会議（2月28日）議事録案
	審　議

	1.　 次回の定例会議の審議・報告内容および資料等の確認
	■定例会議
	承認事項


	1.　 2023年度第2回定例会議（3月13日）議事録案
	報　告

	1.　 『福音と社会』に掲載された『LGBTとキリスト教』の「書評」について 『福音と社会』（隔月発行。カトリック社会問題研究所発行）326号に「小所からのお詫び」が掲載された。
	2.　 CAPCHA（アジア太平洋カトリックHIV/AIDS連合会）会議について
	3.　 2023年度新規委員委嘱
	4.　 2023年度「出前講義」
	5.　 その他
	審　議

	1.　 2023年度勉強会
	2.　 HIV/AIDSデスク「リーフレット」
	3.　 「『LGBTとキリスト教』の「書評」について」への対応
	4.　 啓発品の発注
	5.　 今後の外部団体等の行事予定と派遣
	6.　 その他
	「ラウダート・シ」デスク
	■2023年度第4回会議
	報　告


	1.　 Laudato Si’Action Platform正式登録 教皇庁総合人間開発省の展開する、インテグラル・エコロジー推進のためのプラットフォームに、日本の司教団が正式登録された。関連する活動は本デスクが担当していく。
	2.　 LSIA（Laudato Si’in Asia）後継のサークル 2022年末に解散したLSIA後のアジア地域のネットワークのその後の動きが報告された。LSIA-CENREJ (Laudato Si' Asia - Centre for Resilience and Ecological Justice)として3つのグループを置き、定期的に個人メンバーで集いをもつことになる予定。
	審　議

	1.　 啓発冊子「ともに生きるために（仮題）」 前回に引き続き、原稿修正案の作成委員より修正意図の説明が行われた。次回会合以降、修正案の検討に入る。
	2.　 ウェブサイト 6月中の公開を目指し、準備を行うことが確認された。
	中央協議会事務局
	■総務


